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Fig.9
従来の切断肢を用いたinvitro研究では，マイクロモー シヨンは10～1540"m(1,3,10)の
範囲であり,invivo研究においても4～300"m(8,17)の範囲であることが報告されている.
本解析でのL100からL40でのマイクロモーションは上記の報告の範囲内であった.更には，
本解析でのマイクロモーションに基づく結果は,L100からL50で，ポーラスコーティング
部への骨成長を妨げるといわれているマイクロモー シヨン40"m('')よりも低い値であった．
ポーラスコーティング領域全体におけるマイクロモーション40"m以上が得られた領域の
面積割合を求め，その面積割合から“固定性の期待度”を算出すると,L75ステムでの‘‘固
定性の期待度”はほぼ100%であり,L50ステムでも97%以上であった．L40ステムでは70%
以下に低下することから初期固定性への影響は大きいといえる．
ステムの大腿骨埋植領域に生じたミーゼス応力が，図8の様に，ステム長の短縮に伴っ
て分散されることから,L100よりもステム長が短縮されることによって，ステムヘッドヘ
の荷重負荷によるステム遠位部の振れ回りが解消されるためと考えられる．この事は，同
時に回旋方向のマイクロモーション分布からも確認された．
L100ではステム遠位先端に高値が見られたが,L75やL50ではステム遠位先端のマイク
ロモーシヨンが低下傾向に有った(図3)．更に,L50よりも短いステムでは，荷重負荷によ
るステムの抜け落ちリスクが高くなるため,L40ステムやL30ステムでのマイクロモーシ
ョンは増加すると考えられた．
本解析結果より，人工股関節ステムのスタンダードタイプを基準としたとき,L50まで
の短縮化ならば初期固定性への影響は少ないことが分かった．ステム長40％以下に短縮化
した場合，初期固定性が低下し，体重支持性に対する影響を及ぼす可能性があることが示
唆された．しかし，臨床時ではステム長が短くなるほどステムの挿入性が向上し，ステム
サイズも大きくなるため，今回の解析結果よりも優れた固定性を得られる可能性がある．
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5．まとめ
同一形状を有し，ステム長の異なる5種類のステムモデルを作成して，臨床例を考慮し
た有限要素解析を行い，ステム長の短縮化が与える初期固定性への影響を調べた結果,以
下の知見を得た．
・ステム長が50(L50)～100%(L100)までの短縮化ならば初期固定性への影響は少ない
・ステム長の短縮化が30(L30)～40%(L40)にかけては初期固定性が著しく低下した
上記の結論を基に骨温存型の特性を備えた人工股関節の設計指針に重要な知見提供と材
質の設計においてもどの部分･領域を低弾性化すべきかの具体的知見を示すための根拠を
本紀要は提供出来たと考えている．また，これらによって形状，材質等を総合した人工股
関節のデザイン最適化に資するのみならず提示した解析手法によって整形外科用のインス
ツルメンツやデバイスの最適設計にも対応可能と考えている．
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